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親鸞聖人は「帰ってゆくべき世界」、すな

わち弥陀の浄土について「つつしんで、真実

の仏と浄土をうかがいますと、仏は思いはか

ることのできない光明の如来であり、浄土は

また限りない光明の世界である」と示されて

います。親鸞聖人にとってさとりの世界は光

明、すなわち光の世界だったのです。まさに

浄土は光り輝く光明の世界であり、反対に迷

いの衆生の世界は闇に包まれた黒闇の世界と
しゅじょう こくあん

されます。それはさとりと迷いの象徴的表現

です。

親鸞聖人は『唯信 鈔 文意』に、「来迎」
ゆいしんしょうもん い らいこう

を「来」と「迎」に分けて、「来」を浄土に

往生させるということと、浄土に往生したな

らば、そのまま浄土に止まるのではなくて、
とど

娑婆世界に再び帰ってきて衆生救済をするこ

とであると示されています。それは、往相す
おうそう

ることは同時に還相することである、という
げんそう

浄土真宗の教えの基本構造である往還の二種
に し ゅ

回向として示されているということです。ま
え こう

た「迎」は、如来が「むかえる」ということ

であり、それは信心を得るということです。

そのような人は正定聚の位についているとい
しょうじょうじゅ くらい

うことであり、そして阿弥陀仏は真実信心の

正定聚の人を摂めとって捨てることがない、
おさ

ということであると明かしているのです。こ

のような金剛不壊の信心のありようを「迎」
こんごう ふ え

というのであると示されています。

「帰ってゆく世界」とは、いわば光り輝く

清浄の世界であり、そしてそれは単に光り輝

く世界としてあるのでなく、再びこの娑婆に

帰って、苦悩の衆生を救うというはたらきを

する世界であると明かしているのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 昨年当山報恩講、宗秀融先生のお取次ぎの様子（12・16）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １月
２５日 （終日）

◎ ２月
６～７日 （終日）
１６日 （終日）

◎ ３月
４～６日 （終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

1月4日現在アクセス数 148,678人
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鞍岡・１２月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・－７．９℃（２３日）

最 高 気 温・２０．４℃（１５日）

真冬日日数 １日/３１日

冬 日 日 数 １６日/３１日

月間総雨量・103.0mm (降雨日数・13日)

一日最大雨量・３３．０mm（１９日）


